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第２４７回  エフエム栃木放送番組審議会   議事録 

 

 

１  開催年月日    平成３１年４月１５日（月）  １１：００～１２：１５ 

 

 

２  開催場所   宇都宮グランドホテル  

 

 

３  委員の出席    委員総数 ６人 

出席委員数  ６人 

 

（１）  出席委員の氏名   片山 貴之 （委員長）  

小笠原 伸 （副委員長） 

君島 理恵 

青木 敬信 

篠田 裕次 

    新井 啓泰 

  

（２）  放送事業者側出席者  関根 房三（代表取締役社長） 

佐藤  望（放送部長）  

高賀茂 沙緒里（放送部） 

 

 

４ 議題 （１）番組の試聴及び意見交換  

（２）その他  

（３）次回開催日程について  

 

 

５ 議事の概要 

 

（１）番組の試聴及び意見交換  

３月３１日（土曜日）、４月１日（月曜日）放送の特別番組 

「開局２５周年特別番組  ２５時間生放送 ～Always beside You Radio～」について、 

試聴と意見交換をおこなった。 

 

事業者： 

 “いつも、あなたのハートに寄り添うラジオ局でありたい”という想いと“感謝の気持ち”を込めて、  

開局２５周年前夜の３月３１日から４月１日の開局２５周年日にかけて、レディオベリー初となる  

ＤＪ達がリレー形式でダイナミックな２５時間生放送をお届けしました。  

 また、前の週の２５日からスタートした栃木県内２５市町をリポーターが巡る企画「カモンベイビー  

ガソリポ２５」でも、各地でたくさんのリスナーの方に参加していただきました。  

今回は２５時間生放送の一部をお聞きいただきます。  
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【  番  組  の  試  聴  】  

 

委員：とても意欲的な企画。その心意気を高く評価したい。会社の勢いを感じられた。  

 

委員：２５年は短いようで長いのだと感じた。  

その時間を感じさせる、オープニングのナレーションが良かった。  

 

委員：オープニングパートを務めた佐藤アナウンサーや鹿島田アナウンサーをはじめ、  

多くの人がこのラジオ局、レディオベリーを愛しているのを感じた。  

 

委員：パーソナリティが、特番ならではの組み合わせだったりして面白かった。  

   特にベテランの２人の掛け合いは、トーンやテンポが絶妙だった。  

 

委員：DJKei さんの開局当時の昔話などは、コアなファンには嬉しい話だったのではないか。  

 

委員：県内２５市町を巡るリポート企画・ガソリン２５リットルプレゼントはうれしいと思う。  

地域性を取り上げたところが良かった。  

 

委員：ガソリポは、場所によってクイズの難易度に差があった。  

   せっかく集まってもらったのであれば、キャリーオーバーしなくても、次の人に回答権を  

渡すなどしても良かったのではないか。  

 

委員：第３部の「ラジオから未来へ」のパートで和食を紹介しており、少しテーマとの結びつきが  

弱いように感じたが、料理人による和食の話で、中身は聴きごたえがあった。  

 

委員：２５時間のなかで、パートを５つに分けたのは良かった。  

   それぞれテーマがあって分かりやすく、聴きやすかった。  

 

委員：２５年の積み重ね、作り手の想い、情熱を感じる内容だった。  

   オープニングから賑やかで、大勢から愛されているラジオ局というアピールにもなって良い。  

 

委員：この日、初めてこのラジオ局を聴いた人はどう感じるのかが気になった。  

   そういう視点で聴いてみると、レディオベリーのこれまでの実績や歴史などを振り返る  

少しシリアスな時間もあって良かったのではないかと思う。  

    

事務局：この試聴素材には入っていないが、放送局の歴史の振り返りなどは、パート２の深夜の  

放送時間帯に当時の裏方スタッフや電話オペレータの方に電話出演してもらうなど、  

裏エピソードを語ってもらった。  

 

委員：東日本大震災時の放送局としての取り組みや、地域の課題・取り組みもあると良かった。  

 

委員：お祭り感が高く、みんなテンションが高かったように聴こえた。  

   トーンが高く、少し早口になってしまっているように感じた。  
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委員：番組の途中で入る色々な方からのお祝いメッセージは良かった。  

 

委員：全体としては、思い入れの強い、熱気のある番組。  

   ただ、これからレディオベリーがどうなっていくのか、将来への展望なども聴きたかった。  

 

委員：この２５時間の内容を掴む、何が番組としての狙いなのかという大事な部分が  

試聴素材で抜けていたのが残念。  

   テーマをパートごとに分けたというが、それがどういう風に雰囲気などが変わったのか、  

この資料ではわからなかった。  

 

委員：生放送ならではのハプニング・アクシデントは今後に生かしていってほしい。  

 

 

 

（以上）  

 

 

 

 

（２）その他  

なし 

 

（３）次回開催日程について  

次回の開催５月２０日（月）とすることについて、全出席委員の了解を得た。  

 

 

６  答申または改善意見に対してとった措置および年月日  

  なし 

 

７  答申または意見の概要を公表した場合、公表の方法および年月日  

（１）放送  ４月２８日（日）午後７時５５分の「レディオベリーインフォメーション」内  

（２）書面  本社事務所に備え置き  

（３）インターネット  エフエム栃木ホームページ内  

 

８  その他の参考事項  

なし 


